
令和６年度重点目標　自分のよさを見つけ、ともに伸ばそう 
　

 
 
  今日は少し暖かい朝でした。冬の寒さが厳しければ厳しいほど、春の訪れの喜びは
大きくなるものです。先週の金曜日の授業参観、学年ＰＴＡ例会ではお世話になりま
した。今年度最後の授業参観はいかがでしたでしょうか。明日から３月になります。
卒業や修了まで「あと何日」というカウントダウンカレンダーがあちらこちらのクラ
スで掲げられています。今のクラスでの生活を惜しみながらも、次のクラスへの期待
や希望なども抱き始めているようです。その一方で、変化に対する心配や不安で落ち

着かなくなることもあるかもしれません。そういった意味で３月もお子さんの心の揺れを注意して見逃
さないように支援していきたいです。そして、３年生はいよいよ県立高校入試という天王山を迎えま
す。ここまで来たら、あれこれ考えずに、今まで学習してきたことを信じて入試会場の門をくぐるのみ
です。親のほうが緊張するかもしれませんが、お子さんを信じて余裕の笑顔で送り出してください。健
康管理と当日の持ち物や交通手段の確認と準備だけは入念に行わせてください。先生方みんなで、一中
の受験生全員の合格を祈っています。 
 

心を込めた卒業式に 
　卒業式の全体練習を行いました。卒業式は儀式的行事
です。ただ形を整えればよいのではなく、心を込めて執
り行いたいものです。そこで全校生に卒業式について二
つお話しました。一つは、人生の節目をはっきりと意識
させるということ。中学校生活はここで終わり、もう後
戻りはできません。式を通して、しっかりとそのことを
自覚させ、迷いなく次の生活へ力強く踏み出してほしい
という願いを込めます。もう一つは、式は感情をみんな
で共有するものであるということ。卒業生には様々な感
情があります。友達との別れの寂しさ、３年間の思い出
の懐かしさ、新しい生活への期待と不安、そして成長で
きた喜び、そして、親や先生方への感謝の気持ち。そん
な感情一つ一つを思いやりながら、みんなで式を作って
いっていくことを伝えました。最高の卒業式になるよう

 に今から全校で準備をしていきます。
 

貴重な体験をお寄せいただきました 
　先日皆様にお願いしました「東日本大震災の時のお話」を家庭でして、それをお子さんが作文にして
多数提出していただきました。防災、そして命の大切さを教える観点から、当時の話を風化させること
なく、子ども達に伝えたいという思いがあります。昨年よりもたくさんの作文をいただきました。中に
は、深い哀惜や慟哭の体験、思い出すこともさぞ辛い出来事も綴られていました。それでも伝える価値
があるものであり、その経験を広く後世に伝えたいという思いをもっておられると感じられます。３月
の追悼式では、中学校の防災教育の集大成として、災害から身を守る決意と、命を決して粗末にしては
いけないという教えを子ども達の心に刻みたいです。この作文のためにご家庭でお話をしていただいた

 皆様、ありがとうございました。
 
 
 
来週の予定  
 　３月　５日（水）福島県立高等学校前期・連携型選抜   
 　　　　　　　　　　実力テスト（１，２年） ノー部活デー 

 　　　　６日（木）福島県立高等学校前期・連携型選抜 

 　　　　７日（金）３年教室ワックスがけ（放課後）  ３年のみ弁当の日 

※５、６日は、３年生の県立受験者以外は午前中授業・昼食なしで５日 12:30　６日 12:10 放課 
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